
船舶事故等調査報告書 

平成２２年９月３０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００９横第２３９号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２１年９月２６日（土） １５時３０分ごろ 

発生場所 千葉県市川市市川橋下流１０ｍ付近 

（概位 北緯３５°４４.０′ 東経１３９°５３.９′） 

事故等調査の経過 平成２１年９月２６日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事務

所）を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ モーターボート Cherry
チ ェ リ ー

 Friends
フ レ ン ズ

2001、５トン未満（長さ５.７５ｍ）

   ２３２－３４５９２千葉、個人所有 

Ｂ モーターボート プルメリア６、１.１トン（長さ５.６６ｍ） 

   ２３２－３７６７８千葉、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、二級小型船舶操縦士 

Ｂ 船長Ｂ、二級小型船舶操縦士 

 死傷者等 Ａ なし、Ｂ 負傷 ３人（１人重傷、２人軽傷） 

 損傷 Ａ 船底に擦過痕 

Ｂ 左右前方コーナーデッキ擦過痕、ガラス製風防破損、転覆による機器

の濡損 

 事故等の経過  Ａ船は、船長Ａ及び乗船者３人が乗船し、水上スキー競技の練習のた

め、水上スキーヤーをえい
．．

航していた。 

船長Ａは、えい
．．

航中の水上スキーヤーをバックミラーで注視しながら江

戸川を市川橋付近に向けて速力約１４ノットでそ
．
航した。 

Ｂ船は、船長Ｂ及び乗船者３人が乗船し、水上スキー競技の練習のた

め、水上スキーヤーをえい
．．

航しながら、市川橋付近で微速で下流に向けて

反転を始めた。 

船長Ｂは、反転したとき、Ａ船の接近に気付いたが、Ａ船が避航するも

のと考え、微速で下流に向けて航行した。 

その後、船長Ｂは、衝突の不安を感じ、衝突直前に右転し、機関中立と

した。 

一方、船長Ａは、衝突直前までＢ船の存在に気付かなかった。 

平成２１年９月２６日１５時３０分ごろ、市川橋付近において、Ａ船と

Ｂ船が衝突し、Ｂ船が転覆して船長Ｂを含むＢ船の乗船者３人が負傷し

た。 

気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北東、風力 ２、視界 良好 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

Ａ船は、江戸川の市川橋付近においてそ
．
航中、

船長Ａが、えい
．．

航している水上スキーヤーに意識

を集中していたため、前方の見張りを行っていな



かったものと考えられる。 

Ｂ船は、江戸川を下流に向けて航行中、船長Ｂ

が、Ａ船と接近していることに気付いていたが、

Ａ船が避航するものと思い、適切な見張りを行っ

ていなかったことから、衝突直前に避航動作をと

ったものと考えられる。 

原因  本事故は、江戸川の市川橋付近において、Ａ船がそ
．
航中、Ｂ船が下流に

向け航行中、船長Ａが前方の見張りを行わず、また、船長Ｂが適切な見張

りを行っていなかったため、両船が衝突したことにより発生したものと考

えられる。 

 




